
■MEGA-plate 実験：進化の可視化
MEGA-plateとは？
MEGA-plate[1]は，区分けされた長方形のアクリル皿に，CPFX(抗生物質の一種)が濃度勾配を持つように寒天培地を設けたものです．
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Figure 11. MEGA-plateの概略図 (断面)．

CPFXを含まない区画の表面に，大腸菌を植菌することを考えます．このとき大腸菌は，培地に含まれる栄養分を消費しながら，薄く水分の多い表面層を伝い走化性によって拡散します．CPFXは野生型大腸菌の増殖を阻害する抗菌作用を持つため，大腸菌の拡散は境界で一旦停止します．
CPFX耐性を増した変異体が集団内で発生すると，高 CPFX濃度の区画へ扇状に拡散することが可能になります．隣接する変異体系統間では，限られた栄養分とスペースをめぐった競争が発生します．更に高

CPFX濃度の区画との境界では再び拡散が停止しますが，全く同じプロセスにより，より耐性を増した変異体系統が現れ次の区画へ拡散します．以上のプロセスを繰り返し CPFX耐性を少しずつ強化していくことで，大腸菌集団は CPFX濃度勾配を上昇していくことができます．
実験結果
生物物理班では，4区画からなるMEGA-plateを作成し，CPFX濃度ゼロの区画に大腸菌を植菌して 1週間培養を行いました．最大 CPFX濃度 80 ng/mLの区画まで濃度勾配を上昇したことから，大腸菌の進化を確認することができました．また，原著論文 [1]とは異なる複雑に入り組んだ模様を発見し，この模様は再現性があることを確認しました．

Figure 12. (左)植菌 2日後のMEGA-plate．左端の区画にある白い部分が大腸菌集団．(右)植菌 7日後のMEGA-plate．白く
見える大腸菌集団が広がっている．最大 CPFX濃度領域まで到達していることと，複雑な入り組んだ模様を確認できる．

本実験は東京大学 大学院理学系研究科 古澤研究室の協力のもと行われました．この場で改めてお礼を申し上げます．
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